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半促成栽培キュウリにおける特別栽培農産物認証制度に対応した総合的病害虫防

除体系

［要約］半促成栽培キュウリにおいて、化学農薬の使用成分数を県慣行栽培（37成分）

に比べ1/2以下とする佐賀県特別栽培農産物認証制度に対応した総合的防除体系を確

立した。
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［背景・ねらい］

本県では、人と環境にやさしい農業の推進を図るため、化学農薬の使用を低減しなが

ら、病害虫による被害を抑制できる技術の確立を目指している。そこで、半促成栽培キ

ュウリにおいて物理的防除資材、褐斑病耐病性品種、天敵農薬および化学農薬を総合的

に組み合わせ、県特別栽培農産物認証制度に対応した総合的防除体系を確立する。

［成果の内容］

１．紫外線カットフィルムと目合い0.4mmの防虫ネットの被覆、育苗期後半の殺虫剤の

処理、気温が高まり始める３月下旬頃におけるスワルスキーカブリダニの放飼を組み

合わせた防除体系は、アザミウマ類やコナジラミ類の発生を抑制する（表１）。

２．褐斑病耐病性品種の作付け、イオウ剤の利用、化学農薬の適期散布を組み合わせた

防除体系は、褐斑病、うどんこ病等の病害の発生を抑制する（表１）。

３．これらを組み合わせた総合的防除体系は、各病害虫による被害を抑制するとともに、

化学農薬の使用成分数を慣行栽培（播種～収穫終了時期）に比べ半減以下（37成分→

18成分以下）とする（表１、図１）。

［成果の活用面・留意点］

１．本防除体系において育苗期に使用される化学農薬の有効成分数は５成分で設定して

いる。

２．圃場内における害虫密度が高いと防除効果が得られないので、前作の栽培後期を含

め定植前の防除対策を徹底し、害虫密度を可能な限り低くする。

３．病害虫による被害が進展する場合は臨機防除を実施する。

４．その他防除体系の詳細は、県ホームページ（http://www.pref.saga.lg.jp/kiji003

23290/index.html）に掲載しているので参照する。
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アザミウマ コナジラミ うどんこ病 べと病 褐斑病
成幼虫 成幼虫
（頭/葉） （頭/葉）

２０１４年
2月14日 ネマキックG

（イオウGくん煙）
（深夜22～23時）

2月21日 0 0 0 0 0
2月28日 スタークルWDG 0.01 0 0 0 0
3月6日 0 0 0 0 0

3月13日 0 0 0 0 0
3月26日 0 0 0 0 0
3月28日 （イオウFL）
4月2日 0 0 0 0 0
4月7日 0 0.01 0 0 0
4月8日 （スワルスキー）

4月15日 0 0.01 0 0 0
4月22日 0 0.01 0 0 0
5月1日 0 0.01 0 0 0
5月2日 フルピカFL
5月9日 0 0.03 0 5.9 0

5月16日 0 0.02 0 6.7 0
5月22日 0 0.06 0 17.0 0

定植後の
化学農薬の成分数 2 1

a)各種薬剤は背負い式動力噴霧器を用いて150～300Ｌ/10a散布した．ネマキックG：ネマキック粒剤 20kg/10a、イオウG：イオウ粒剤を専用の器械でく
ん煙処理、スタークルWDG：スタークル顆粒水溶剤 2,000倍、イオウFL：イオウフロアブル 1,000倍、スワルスキー：50,000頭/10a、フルピカFL：フルピカ
フロアブル 2,000倍．b)紫外線カットフィルム：ダイヤスターUVカット15UJT（農PO系）、防虫ネット：サンサンネットソフライトSL4200．ｃ）供試した苗は購
入苗であり、購入前にすでに化学農薬８薬剤（計10成分数）が使用されていた．注）病害虫の調査方法：３葉/株（１区：15株、３反復）の達観調査、害虫
は成幼虫の寄生虫数、病害は発病葉数を調査して、虫数/葉と発病率を算出した．

紫外線カットフィルムと
目合い0.4mm防虫ネットの被覆

b)

耐病性品種「極光607」を定植
c)

害虫防除 病害防除

2月18日

表１　半促成栽培キュウリでの総合防除体系による各病害虫の防除効果（2014年、農業試験研究センター圃場）

発病
葉率(%)

発病
葉率(%)

発病
葉率(%)

防除技術（非カウント剤）a)

年月日

12月 ６月
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

定　植 終　了

スワ ルスキ ー放飼
（25,000～

10,000頭/10a）

ア ザミウマ 類

コ ナジラ ミ類
スター クルＧ
(育苗期後半
株元散布）

ア ブラムシ類 同時防除 ③で同時防除

ハ モグリバエ類
ダ ニ類、ヨトウ類

ﾊﾓｸ ﾞﾘ
同時防除

①ﾊﾓｸﾞﾘとﾖﾄｳ
②ﾊﾓｸﾞﾘを同時防除

ネ コブセ ンチ ュウ
前作で発生が認め
られた場合、ネマ
キ ック G

ダコ ニールFL ベ ルクートFL フルピカFL ①で同時防除

褐 斑病 同時防除 同時防除 同時防除 同時防除 0

べ と病 同時防除 ランマンFL 1

灰 色かび病
・菌核病

同時防除 同時防除 同時防除 ①アフェットFL セ イビアーFL20 2

1 2 1 1 2 1 10

注２）農薬の剤型 G：粒剤、FＬ：フロアブル、ＷＰ：水和剤、ＷＤＧ：顆粒水和剤、水溶剤：SG、ＥＣ：乳剤．

害虫 の発生源となる
圃場 内外の除草

2

3

アブラムシ類：チ ェスWDG
ハダ ニ類：スターマイトFL

栽　培　作　業

５月

収穫開始

＊生物的防除

時　　期 １月 ２月 ３月 ４月

同時防除

同時防除

化
学
的
防
除

虫
 

害

注１）県慣行半促成栽培（長期）の化学合成農薬の使用成分回数は37成分回．特別栽培（減農薬（県慣行の5割以下））に取り組む場合、育苗期から本圃終了時までの化学合成農薬の成分数は18成分以内
であり、到達目標は15成分である．そのため、播種～育苗期に使用する成分数を５成分として、防除暦内の成分数を10成分、総計15成分とした．

病
 

害

アザミウ マの場合
　①アファームEC
　②プレオＦ
コナ ジラミの場合
　③コルトWDG
のいずれか

4う どんこ病

硫黄G くん煙処理

注４）ネマキックG　15～20kg/10a、 スタークルG ２g/株、アファームEC 2,000倍、プレオFL 1,000倍、コルトWDG 4,000倍、イオウFL 1,000倍、ウララDF 2 ,000倍、スターマイトFL 2 ,000倍、ダコ
ニール1000 (FL) 1,000倍、フルピカFL 2,000倍、硫黄G 6～16g/2000m3（専用のくん煙器　例スーパースモーキーを12～15台/10a設置）、ベルクートFL 2,000倍、ランマンFL 1,000倍、 アフェッ
トFL　2,000倍、セイビアーFL20 1,000倍

化学合成農薬の
有効成分数

図１　佐賀県特別栽培農産物認証制度に対応した半促成栽培（長期）キュウリの総合的防除体系

スワルスキ ーの増殖を促す
ため７～10日間は農薬散布
を控える

基　幹　防　除

＊物理的防除

＊耕種的防除

近紫 外線除去フィルム

目合 い0.4mm　防虫ネ ット

褐斑 病耐病性品種
（極光607等）

アザミ ウマの場合
　①アファームEC
　②プレオＦ
コナジラ ミの場合
　③コルトWDG
のい ずれか

③で同時防除

ベ ルク ートFL

注３）■：天然物等を有効成分とする薬剤、技術（非カウント剤・技術）、■・■（太枠線）:化学合成農薬を有効成分とする薬剤（カウント剤）、■（二重枠線）：カウント剤による臨機防除、■：注意事項

化学合成農薬の
有効成分数

発生状 況に応じて1～3時間 /日処理

サイド 以外にも 天窓等の開放部分す べてに 設置

灰色かび 病の胞子形成を抑制、アザミウ マ類、コナ ジラミ類の侵入抑制

高湿 度、結露抑制のた めに換気


